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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和3年3月11日(2021.3.11)

【公開番号】特開2020-112114(P2020-112114A)
【公開日】令和2年7月27日(2020.7.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-029
【出願番号】特願2019-4204(P2019-4204)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｄ  29/70     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｄ   29/70     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月1日(2021.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　回転軸（１１３）と、前記回転軸が貫通する貫通部（１１６）が設けられた端部（１１
２）と、を有し、前記回転軸に回転動力を与えるブラシ付きのモータ部（１１０）と、
　前記回転軸のうち前記貫通部から突出した突出部（１１８）に固定されたファン部（１
３０）と、
　前記モータ部の前記端部と前記ファン部との間に設けられたカバー部（１４０）と、
　を含み、
　前記モータ部は、外部から内部に冷却風を取り入れると共に、前記冷却風が前記端部側
に流れることで前記内部が冷却される冷却機能を有し、
　前記カバー部は、前記回転軸の軸周りを一周する環状であり、前記回転軸の径方向にお
いて少なくとも前記モータ部の側部（１１７）から前記貫通部までの長さを持ち、前記モ
ータ部の内部で発生する摩耗粉を遮断するために当該長さ部分には貫通する孔が形成され
ていない送風機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　モータ部は、外部から内部に冷却風を取り入れると共に、冷却風が端部側に流れること
で内部が冷却される冷却機能を有する。カバー部は、回転軸の軸周りを一周する環状であ
り、回転軸の径方向において少なくともモータ部の側部（１１７）から貫通部までの長さ
を持ち、モータ部の内部で発生する摩耗粉を遮断するために当該長さ部分には貫通する孔
が形成されていない。
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